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          「いのちのうた」（音楽朝会）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ェ
ン
は
二
十
代
後
半
か
ら
難
聴
に
悩
ま
さ

れ
、
彼
の
耳
は
年
を
重
ね
る
ご
と
に
ど
ん

ど
ん
悪
化
し
て
い
き
、
四
十
歳
の
こ
ろ
に

は
全
く
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
耳
が
完

全
に
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
そ
れ
以
降
も
、

五
十
六
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
十
六
年
に

わ
た
っ
て
音
楽
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
何
度
も
楽
譜
を
書

き
直
し
、
何
度
も
修
正
を
重
ね
て
作
曲
し

ま
し
た
。
ス
ラ
ン
プ
も
多
く
、
天
才
肌
と
い

う
よ
り
は
努
力
の
人
と
い
う
言
葉
が
あ
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。
彼
が
苦
し
み
ぬ
い
て
作

っ
た
曲
だ
か
ら
こ
そ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

曲
は
私
た
ち
を
感
動
さ
せ
る
の
で
し
ょ

う
。 ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
貴
族
の
た
め
の
音

楽
か
ら
、
一
般
市
民
で
も
楽
し
め
る
音
楽

を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

「多
く
の
人
々
に 

幸
せ
や
喜
び
を
与
え

る
こ
と
以
上
に
、 

崇
高
で
素
晴
ら
し
い
も

の
は
な
い
。
」
と
い
う
名
言
を
残
し
て
い
ま

す
。 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
ま
で
百
八
十
日
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
ま
で
二
百
十
日
を

切
り
ま
し
た
。 

 
ス
ポ
ー
ツ
に
は
世
界
と
未
来
を
変
え
る

力
が
あ
り
ま
す
。
一
九
六
四
年
の
東
京
大

会
は
日
本
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
二
〇

二
〇
年
の
東
京
大
会
は
、
「す
べ
て
の
人
が

自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
（
全
員
が
自
己
ベ

ス
ト
）
」
、
「
一
人
一
人
が
互
い
に
認
め
合
い

練
馬
区
立
石
神
井
西
小
学
校 

学
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信 
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未 
来 

へ  

副
校
長 

米
田
恵
美
子 

今
年
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕
二
百
五

十
年
で
す
。 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
十
九
世
紀
に
活
躍

し
た
誰
も
が
知
る
ド
イ
ツ
の
作
曲
家
で

す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
長
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
歴
史
の
中
で
、
重

要
な
音
楽
家
の
一
人
で
す
。 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
少
年
時
代
は
、
音

楽
を
憎
み
、
嫌
悪
し
て
い
ま
し
た
。
歴
史

に
名
を
刻
む
大
音
楽
家
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
で
す
が
、
驚
く
こ
と
に
若
い
頃
は
音
楽

が
大
嫌
い
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
い
や

で
も
音
楽
に
触
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
環
境
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う

か
、
結
局
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
音
楽
の
道

で
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

母
親
が
十
七
歳
の
時
に
亡
く
な
り
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
仕
事
を
い
く
つ
も
掛
け

持
ち
し
な
が
ら
父
や
兄
弟
た
ち
の
た
め
に

働
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
常
に
苦
労
が
絶

え
ず
、
決
し
て
楽
し
い
青
春
時
代
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

作
曲
家
で
あ
り
な
が
ら
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

（
多
様
性
と
調
和
）
」
、
「
そ
し
て
、
未
来
に

つ
な
げ
よ
う
（未
来
へ
の
継
承
）」を
三
つ
の

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
史
上
最
も
イ
ノ
ベ

ー
テ
ィ
ブ
で
世
界
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
改
革

を
も
た
ら
す
大
会
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。 音

楽
も
ス
ポ
ー
ツ
も
、
同
じ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
言
語
、
障
が
い
の
有
無
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
違
い
を
肯
定
し
、
自

然
に
受
け
入
れ
、
互
い
に
認
め
合
う
こ
と
。

そ
し
て
、
未
来
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
同

じ
で
す
。 

一
人
一
人
、
生
活
環
境
が
違
う
、
考
え

方
が
違
う
、
性
格
や
行
動
が
違
う
、
そ
れ

が
個
性
で
す
。
同
じ
人
は
い
ま
せ
ん
。
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
互
い

の
こ
と
を
知
る
、
認
め
合
う
、
切
磋
琢
磨

す
る
、
自
分
の
意
見
と
相
手
の
意
見
を
比

較
し
、
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
く
。
一
緒
に

考
え
行
動
す
る
、
ワ
ン
チ
ー
ム
で
最
善
を

尽
く
す
こ
と
が
大
切
で
す
。 

互
い
に
個
性
を
認
め
合
い
、
友
達
の
心

と
心
、
周
り
の
人
、
み
ん
な
の
心
と
心
が
つ

な
が
る
い
じ
め
の
な
い
、
安
心
し
た
環
境

を
整
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
、
二
か
月
を
切

り
ま
し
た
。
最
後
の
二
か
月
を
悔
い
の
な

い
よ
う
に
最
善
を
尽
く
す
こ
と
を
、
ま
ず

は
近
い
未
来
へ
の
目
標
と
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 
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わくわく学級研究発表会 

            副校長 米田  

練馬区教育委員会特別支援学級研究発

表校 研究発表会を１月３０日（木）に

研究主題「伝え合う力を育む授業作り～

豊かな関わりの中で～」で行いました。 

 研究発表会では、河口浩教育長をはじ

め、歴代校長先生方、学校評議員などの

ご来賓をはじめ、練馬区内外から２００

名以上の教員の方々にご参会いただき、

研究の成果を児童の姿を通して発表する

ことができました。 

 ＰＴＡ役員の方々には、当日のお手伝

いにご協力いただき、感謝申し上げます。 

今後も学校教育目標の実現に向け、

日々の指導や研究に励んで参ります。 

 

クラブ見学 
３学年担任 白石 吉澤 

 
 ４年生になると、クラブ活動が始まります。３年生は今か

らとても楽しみにしています。そこで、どんなクラブがある

のか、それぞれのクラブがどんな活動をしているのかを知る

ために、２月１０日（月）６時間目にクラブ見学を行います。 

 今年は、グループごとにどのような順番で回るか相談し

て、それぞれのクラブを見学します。運動系のクラブでは大

なわや球技のゲームの様子を、文化系のクラブでは、料理や

工作、合奏や実験などの活動を紹介してもらい、クラブによ

っては体験することもできます。上級生の活動の様子を見

て、やってみたいクラブが見つかることと思います。次の週

に行われるクラブ発表会と合わせて、自分の入りたいクラブ

を決めていきます。 

 ４年生になって、５年生、６年生とともに活動するクラブ

に入ると、上級生の仲間入りだなと感じるようになります。 

2分の１成人式 

４学年担任 蒲生・竹村 

 4年生は、今、総合的な学習の時間で「2分の１成人式をしよう」という学習に取り組んでいます。ち

ょうど二十歳の半分の 10歳となる子供たちが、自分たちの過ごしてきた 10年間の振り返りと、二十歳

に向けたこれからの 10年間を見据え、自分自身を見つめ直す機会とするものです。 

大人から見ると、たったの１０年間かもしれませんが、子供たちの 10年間はその何倍もの内容が凝縮

されたもののように思えます。子供たちには、様々な経験を得て成長してきた 10年間を振り返ることで、

支えてきてくれた多くの人たちへの感謝とこれからの自分自身の在り方について、考え始めるきっかけに

して欲しいと思っています。 

2月 8日に行う 2分の 1成人式では、保護者の方を招き、子供たちがこの授業で学んだことや合唱など

の発表をします。子供たちが、これからの自分自身にどのような未来を見出そうとしていくのか、とても

楽しみにしています。 

            

茶道体験教室 

６学年担任 首藤 

６年生は、毎年２月に茶道を体験します。おもてなしの心をもってお茶を点て、その所作を学び、日本

の伝統文化にふれます。 

２月１４日（金）の２時間目から６時間目の間に６年生二クラスが図書室にて行います。 

「和」「敬」「静」「寂」「真」「行」「草」が何を表しているのか。茶道の楽しみ方と日本の伝統文化の奥

深さを６年生が学んできます。 

        「おもてなしの心」、その真髄は当日までの準備にあるといえます。招くお客様のこ

とを思い、その日のテーマとなる言葉を書いた掛け軸を茶室正面に飾ります。また、ど

のような味や香りのお茶がふさわしいか、茶や季節に合う茶菓子、一輪の草木、そして

懐紙にいたるまで全てが「おもてなしの心」を表現しているのです。招かれた側は主人

のそのような心づかいを感じ取り、感謝の気持ちをもつのです。日本人が守り育ててき

た細やかさをぜひ学んでほしいと思います。 
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◇相談室 2月予定 

スクールカウンセラー（木） 

9時～17時  

6／13／20／27 

 

心のふれあい相談員（火・金） 

9時～15時 

4／ 7／ 14 

 18／21／ 25 

 

どんな小さなことでも構いま

せん、お気軽にご利用ください。 

（専用予約電話： 

080‐2012‐1564） 

             

５年生 わくわく学級との交流学習 

５学年担任 久保・田中 

 

 

 

 

                         

本校の５年生は、毎年、わくわく学級の児童と交流を行っています。今年度は昨年の１２月に行いました。

今年は少し交流の方法を変更し、「遊び」を中心に交流をしました。お互いの仲を深めるためにはどんな遊

びがよいか話し合い、各グループで遊びを決定しました。実際に交流をする際にはルールを工夫して遊んだ

り、「もっと遊びたい！」という声が聞こえたりして、見守っている教員が思わず笑みをこぼすほど微笑ま

しい姿でした。交流学習後には、校内ですれちがうときに声を掛け合ったり休み時間に一緒に遊んだりする

など積極的に関わろうとする姿が見られ、お互いの仲を深めることができました。 

 

 

 

 

お知らせ・お願い 

副校長 米田 

3学期に入り、安全・安心ボ

ランティアの方の見守りの日が

少なくなっています。日常の生

活の中で子供たちが安心して活

動できるように校内で見守って

いただく制度です。是非ご協力

ください。ご協力いただける方

は、協力可能日を副校長までご

連絡ください。よろしくお願い

します。 

 

クラブ発表会 
 クラブ活動担当 堂脇 

 クラブは、自分の興味や関心のあることに取り組むことができるの

で、児童はとても活発に活動しています。その活動の一年間の締めく

くりとして、２月１７日（月）にクラブ発表会を行います。発表会の

司会・進行やはじめの言葉・終わりの言葉は、各クラブのクラブ長が

行います。合奏・パソコン・陸上なわとび・室内球技・校庭球技・科

学クラブは、練習の成果や活動内容を発表します。手作り・アートク

ラブは、活動報告をします。また、手作り（家庭科室前）・アートク

ラブ（2階の図工室に向かう廊下）は、校内に作品を展示しますので、

ぜひご覧ください。 

 3年生は、来年度から始まるクラブ活動を心待ちにしています。「来

年、どのクラブに入ろうかな。」と目を輝かせながらクラブ発表会を

見ることと思います。 

ユニセフ募金・エコキャップ活動 
             特別活動部 神谷・久保・林 

児童会を中心として、１月２３日（木）にユニセフ集会、２４日（金）

に募金活動を行いました。２月７日（金）にも募金活動を行います。ペッ

トボトルのエコキャップ活動は２月２１日（金）まで行います。ご協力を

お願いいたします。 
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日 曜 朝 ク委 学校行事 
授業時数 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

１ 土          

２ 日          

３ 月 － 委児 安全指導 ふれあい月間開始 委員会・児童会 5 5 5 5 6 6 

４ 火 朝読  社会科見学(5 年) 5 5 6 6 6 6 

５ 水 －   5 5 5 6 6 6 

６ 木 シ  シャクニーシー 5 6 6 6 6 6 

７ 金 基礎  ユニセフ募金 5 5 6 6 6 6 

８ 土 学級  
校内書きぞめ展終了 2 分の 1 成人式(4 年) 

お別れスポーツ大会(5・6 年) 
4 4 4 4 4 4 

９ 日          

１０ 月 全朝 ク クラブ見学(3 年) 5 5 6 6 6 6 

１１ 火   建国記念の日       

１２ 水 －  4 時間授業 4 4 4 4 4 4 

１３ 木 児  4 時間授業(1･2 年) 新１年生保護者説明会 4 4 6 6 6 6 

１４ 金 基礎  茶道体験(6 年) 5 5 6 6 6 6 

１５ 土          

１６ 日          

１７ 月 全朝 ク クラブ発表会 5 5 6 6 6 6 

１８ 火 朝読  社会見学(わ) 5 5 6 6 6 6 

１９ 水 －   5 5 5 6 6 6 

２０ 木 児集  児童会集会 社会科見学(6 年) 5 6 6 6 6 6 

２１ 金 基礎  エコキャップ回収活動終了 5 5 6 6 6 6 

２２ 土          

２３ 日   天皇誕生日       

２４ 月   振替休日       

２５ 火 朝読  班別子ども会 5 時間授業 5 5 5 5 5 5 

２６ 水 －  ＰＴＡ総会 15：00～ 5 5 5 6 6 6 

２７ 木 音朝  音楽朝会 5 6 6 6 6 6 

２８ 金 基礎  ふれあい月間終了 5 5 6 6 6 6 

２９ 土          

 

 

２月の生活目標 

健康で安全な生活を心がけよう 

○外で元気よく遊ぼう 

○窓を開けてそうじをしよう 

○遊びの場所・約束を守ろう 

○空気の入れかえをしっかりしよう 

○廊下や階段は右側を静かに歩こう 

○部屋着・外着の区別をしよう 

 
〈お詫び〉 
巻頭言の印刷が切れておりました

ので、再配布させていただきます。 
大変申し訳ございませんでした。 

 

暖冬とはいえ、冬らしい寒さの日が続いています。１２月

には持久走週間、１月にはなわとび週間がありました。その

成果の一つとして、「中休みは外へ出て、体を動かす」習慣

が身についたように感じます。 

太陽の光を浴びながら外遊びすることは骨や筋肉の発達

を促すだけではなく、脳の発達にも結びついています。寒さ

に負けず、友達や他学年の子と外遊びをする良い習慣が続く

ように励ましていきます。 

インフルエンザの流行は本校では落ち着いていますが、引

き続き、手洗い・うがい、休み時間の空気の入れ換えをして

健康に過ごせるようにしていきます。 


